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中国語の“下”と“～下”について

壬志英

要約

中国語の“下”は動詞としても、方向補語としても使われる。“下，，と“～下”のプ

ロトタイプ的意味は主体や事物が高い場所から低い場所への移動を表すが、後につく場

所目的語と目的語の意味により、様々な拡張した意味を得ることができる。動詞“下”

の後は場所目的語である場合、その場所目的語の出発点か着地点がプロファイルされる

ことになる。プロファイルされている部分が出発点であれば、「離れる、終了する」な

どの意味を表し、着地点であれば、「到達して、～に従事する」という意味を表す。“下，，

の後が目的語であれば、主体や事物はその目的語を下へ移動し、「入れる、与える」な

どの意味を表す。方向補語の“～下”の後は場所目的語であれば、主体や事物は動作を

伴い、出発点から移動するか、着地点に到着するかを表す。また、“～下”の後の目的

語は出発点からの移動であれば、ある事物及び場所から離れ、「分離、遺棄、決定、停

止、残す」などの意味を表す。もし目的語の着地点がプロファイルされれば、その目的

語が上から下へ移動され、主体はその目的語を所有することになるという意味を表す。

キーワード：動詞、方向補語、移動、場所、目的語

1．始めに

中国語の“下”は動詞としても、方向補語としても使わられ、語義は多岐にわたる')。動詞や

方向補語として使われる時、前の動詞と後の目的語との取り合わせが豊富多彩で、中国語学習者

にとって習得するのが困難である。“下”と“～下，,についての先行研究が多数であるが、ここ

では主に以下のものを紹介しておく。

失鍵2000は動詞としての“下”は“ﾉﾘ(高仕向低処位移，，と説明し、方向補語としての“～下

(来／去)”は二つの意味があって、それぞれ“向下位移的込成”（下,）と“述成,，（下2）である

と説明する。更に“下,，，と“下2”の後に接続する動詞の意味の違いについて、その用法を詳し
く論じた。

杉村博文1982は動詞“下”の意味を説明するには、“上”の反義語の“下，，を“下'”と記し、

"起”の反義語の“下”を“下z”と記す。しかし、次の例は“起”と“下”は反義語どころか、

ほぼ近い意味を表している。

（１）地把垪又留起来,准各以后再用。（いつかまた使えるように彼女は講義ノートをしまってお

いた）

（２）地把垪又留下来,准各以后再用。（いつかまた使えるように彼女は講義ノートをしまってお

いた）（房１９９２：544）

“下”の反義語の立場から“下”を説明するにはまだ検討する余地があると思われる。

雅其胸1995は地理空間要因、人間の心理的な要素、言葉の慣用的な用法から、“上，，と“下”

の違いについて論じたが、納得のできない箇所がある。例えば、“依摺宮司憤り‘上，比起‘下，

来，多出一点限制：作対実涜的必須是双音祐或多音補同塔。比如‘下海,可悦，而‘上海，不可

税｡”（１９９５：４２）という指摘があるが、しかし、“下牟”に対して“上牟,,のように、“上”の
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後に単音節の目的語をつく例もあるのである。

以上の先行研究は“下”の語彙意味の分析に注目しているが、やはり中国語学習者にとって、
"下”を習得するのに難しいと思われる。

本稿は先行研究の成果とその問題点をふまえた上で、“下，，と“～下”の構文の特徴からその
機能を分かりやすく説明してみる。

2．動詞としての“下，，

動詞としての“下,，の基本義は主体や事物が高い場所から低い場所への移動を表す。目的語の
有無によって、二つの文型にまとめることができる。

①（S)2)＋下十Ｌｏ （Ｓ：主語Ｌｏ：場所目的語）

②（S）＋（拾、在）＋Ｌ＋下十○（Ｌ：場所Ｏ：目的語）

①は主体や事物が下への移動を表すが、出発点からか着地点からか視点の置き方の違いによっ

て、更に二つの用法に分けることができる（2.1.1と212を参照)。つまり、Ｌｏは出発点か着地点
かどちらかになるのである。②はある場所Lへ目的語○を下へ移動させる用法である。
次は①と②の用法について考察してみる。

2.1主体や事物が下への移動を表す場合→（(S）＋下十Ｌｏ）

主体や事物が下へ移動する場合、主体や事物の立脚点の違いにより、二つの用法に分けられる。
2.1.1主体や事物がある場所から離れる場合

我々は主体や事物の移動を把握していく場合、その移動の際立った部分に焦点を当てながら認
知していく。外部世界の対象の理解は、認知のドメイン（congnitivedomain）との関係によっ
て相対的に特徴づけられている。この認知のドメインは、プロファイル（profile）とベース

(base）の関係で規定される。プロファイルは認知のドメインの中の焦点化されている部分、ベ
ースはプロファイルを際立たせる背景となる部分である（山梨2000：２０)。もし、主体や事物の
出発点をプロファイルされるなら、次の図く2-1＞のように主体や事物Ｓが場所目的語Loから下
へ移動し、Ｓ’は着地した後の主体や事物を表す。Ｓの移動する軌道は点線で表している。出発点
Loは“下”の後につき、プロファイルされているが、着地点は背景化され、文中に現れない。

￣～

Lｏ
～

へ

、

、

、

、

勺

ｓｲｰﾌﾞ、－図く2-1＞

主体や事物が離れる場所Loの語彙的意味によって、Ｌｏを実在の場所と抽象的場所に分けるこ
とができる。

2.1.1.1Ｌｏは実在の場所を表す場合

実在の場所とは、物理的に存在し、目に見え、一定の形を持つ場所のことである。Ｌｏは実在
の場所を表す場合、主体や事物はその場所から下への移動を表す。
（３）下山。（山を下りる）

（４）下船。（船から降りる）
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（５）圦重灰乗船,噸流而下,雨天就可以到武双。（重慶から乗船して流れを下れば2日で武漢に着く
ことができる）

（６）迭一岾只下了両十人。（このバス停では二人しか降りなかった）

（７）迭一坊洩休杁右辺的秀、下。（この場面では君は右手から退場する）

（３）と（4）は主体が場所目的語“山，，、“船，’から下への移動を表す。（５）～（７）の場所目

的語は明示されていないが、それぞれ“扶江"、“公共汽牟，，、“舞台'，であることが推測できる。

主体の離れる場所は必ずしも高い場所でなくてもよい。表の舞台から離れるということはメタ

ファー的に、「下」への移動だと認識される。(8)の場所目的語は“球溺”である。

（８）北京|Ｍ，五号下,九号上。（北京チームの5番選手が下がり'9番選手が出る）

2.1.1.2Ｌｏは抽象的場所を表す場合

“下”の後に実在の場所だけではなく、抽象的場所である目的語をつけることもできる。抽象

的場所とは、物理的に存在せず、目に見えず、一定の形を持たぬ場所のことである。

主体が離れる場所は抽象的場所であれば、その場所はあるシステムを表す場合が多い。主体は

そのシステムから降り、離れれば、やっていることが終わり、終了するという拡張的な意味が得

られる。

（９）下班了。（勤めがひけた）

（'0）休下了裸到我亦公室来一趨。（授業が終わったら私の事務室に来てください）

（'1）裸早下了。（授業はとっくに終わった）

(9)～(,,)の“班”と“裸”はあるシステムを表していて、そこから離れることはそのシステム

とは関係が終わり、進行する動作が終了するという派生的な意味になる。

人間の今いる状況より権限的、金銭的、生活水準レベルなどが“下”であれば、「低い」位置

にあると認識され、そこへの移動は“下”という動詞を使う。

以下は史（1989：204）の用例を参照されたい。

（12）下崗。（リストラされる）

“嵐”は職場の意味を表すが、職場から離れることは仕事を失うことを意味する。

以上のように主体や事物が出発点から離れる場合、その出発点は実在的なものと抽象的なもの

に分けられる。出発点から離れることはその場所とは関係を持たなくない終了する或いはその

場所を失うという拡張した意味が得られる。出発点から離れる場合の用法は、時には日本語の格

助詞「から、を、へ」に当たる。

2.1.2主体や事物は移動し、ある場所に着地する場合

主体や事物の着地点がプロファイルされるなら、図く2-2＞のように、主体や事物Sは場所Ｌか

ら下へ移動し、場所目的語Loに着地するのを表す。

ｓ/Ｃ[三三｢-、

□<皿>nllnIL＋

主体や事物の出発点Lは背景化され、文中に明示しない場合が多い。着地点の場所目的語Loは

プロファイルされ、動詞“下，，の後につく。
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着地する場所の語彙的意味によって、その場所は実在の場所と抽象的場所に分けることができ
る。

2.1.2.1実在の場所

（13）下地。（床に下りる）

“地”は主体の今いる場所より低いため、移動動詞“下”を使う。

社会的な地位が低いと見られている場合は、そこへの移動も動詞“下,，を使う。
（14）下狄。（監獄に入る）

（15）越姉傅下多去了。（趙親方は農村へ行った）

（16）姉長下達叺去了。（師団長が中隊に入った。（下部の事情を知るために)）
（17）「長下牢同了。（工場長が仕事場に入った）

（18）下憶子。（食堂で食事をする）

（19）下厨房。（台所へ料理をする）

“秋"、``参，，、“達叺，，、``牟伺”は社会的な地位から言うと、主体の今いる地位より低いので、

"下，，を使う。“憶子”は“餐斤”と比べれば、相対的に低く位置付けられているので、移動する
動詞には“下”を使う。“厨房”で仕事をする人は身分の低い人だと見られているので、そこへ
の移動は動詞“下”を使う。

（20）迭決布要先下下水,然后再去倣衣服。（この布はまず水を通してから仕立てに出しなさい）

（20）の着地点は"水"で、“布”は“水，，の中に下ろされることによって、洗濯されるのである。
2.12.2抽象的場所

場所目的語Loは抽象的場所を表す場合、Ｌｏは常識的に低い位置にあると認識されるか、或は
ある場所と比較し、低い場所に位置されているのである。次の例を参照されたい。
（21）下地赦。（地獄へ行く）

（22）下海。（商売に従事する）

“地秋”は実在に存在していない場所であるが、社会的地位からいうとどん底にあると認識さ
れているので、そこへの移動は“下”を使う。“海”は地上線では一番低い位置にある。（22)の

"海”は実際の「海」ではなく、ここでは「商売」という意味を表す。「商売に従事する」ことは
昔から低く見られていたので、そこへの移動は“下”である。

以上は主体や事物の移動先に焦点を当てる用法であるが、着地点に焦点を当てれば、ある結果
性が強調されるか、或は着地点に着いてからこれから新たなことを始めるという意味に繋がる。
この場合は一部は日本語の格助詞「に、へ」に相当する。

2.2対象物を下へ移動させる→（(S）＋（拾、在）＋Ｌ＋下十○）

“下”の後に対象目的語がある場合、②の文型になる。主体や事物の力で対象物を下へ移動さ
せるという意味を表す。Ｓは主語で、実線の→は主体や事物が対象物に働きかける力を表す。点
線の→は対象物の移動する軌道を表し、Ｌは主体の着地点を表す。Ｏは着地点に移動した対象物
である。

→Ｓ
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（23）団部下了一道命令。（連隊本部が命令を下した）

（24）休会下圏棋唱？（君は碁が打てますか）

（25）迭只母湾下辻几十只蛋了。（このめんどりは数十個の卵を産んだ）

（26）下面条。（沸いている湯にうどんを入れて煮る）

（27）下本桟。（資本を投入する）

（28）棉花昨天剛下了秤。（綿花はきのう種をまいたばかりだ）

（23)～(25)は主体“団部"、“像"、“母湾”の力で目的語“命令"、“園棋，,、“蛋，，を下へ移動さ

せるのである。（26)～(28)は目的語を移動させる主体はそれぞれ省略したが、下へ移動する目的

語はそれぞれ“面条"、“本桟，，、“称”である。

目的語を下へ移動させる場合、「把構文」を使うことができる。

（29）把爾戸下下来。（窓を取りはずす）

（30）把他的稔下了！（彼の銃を取り上げろ）

（29)、（30)は目的語“薗戸"、“槍，,をある場所から下へ移動し、外すのを表す。

自然現象に関する用法もある。

（31）下了雨就涼快了。（雨が降れば涼しくなる）

（32）下霜。（霜が降りる）

（33）下雰。（霧が出る）

（34）下電子。（ひょうが降る）

（35）去冬下泣几場大雪。（去年の冬は何回か大雪が降った）

（31)～(35)までは自然現象に関する用例で、Ｓは明示されていないが、ある自然の営みの力で、

"天”から“雨，,、“霜"、“罫'、“電子"、“雪”を降らせるのである。自然現象についての表現は

主語が文中に普通現れない。

主体や事物は対象物を下へ移動させる場合、その対象物は実物ではなく、抽象的なものである

場合もある。

（36）休忽公能下迭祥的狼心？（君はどうしてそんなに残酷になれるのか）

（37）迭坏蛋寛敢下刀子采人。（この悪党は大胆にも刃物で人を殺そうとした）

“狼心”と“刀子”はそれぞれ抽象的な概念を表し、下への移動に伴って、場所Ｌ（明示しな

い場合もある）にある影響を与えることになる。

主語がある場所に向かって、対象物を移動させる場合、その場所の前に介詞“拾”をつけるこ

とができる。

（38）団部姶他伯下了一道命令。（連隊本部が命令を下した）

“団部”は主語で、場所“他《]”にむかって、目的語“命令”を移動させるのである。

中国語では上下関係、指導するものと指導されるものとの関係、中央と地方との関係などを

"上”と“下”によって表現されている。（38)の主語“団部”は目的語である“命令”を、着地

点である“他i]”のほうへ移動させるのである。‘`団部”は“他伯”より、高い位置にあるため、

"命令”の移動は“下”である。

（39）姶同下了小定又。（語に定義を与える）

（39）の主語は省略されているが、目的語は“定又”で、目的語の着地点は“洞”である。

ある場所で対象物を下へ移動させる場合、動詞“下”の前に介詞“在”をつけることもできる。

（40）在迭」し下泣几岡,没剛到負。（ここで何回か網を打ったが,魚はかからなかった）
（41）他在数学方面,功夫可是下得不少。（彼は数学には大いに身を入れた）

（40)と(41)は主語が目的語“ｌＷと“功夫”に働きかけ、目的語を‘`迭几，,、“数学方面”に移
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動させる例である。

動詞としての“下”は出発点に焦点を当てる場合、その場所から離れ、その場所と関係を持た

なくなり、「降りる、終了する」などの意味を表す。また、派生的に、その場所を失う意味を表

す場合もある。着地点に焦点を当てる場合、着地してから、そこに留まるか、次の新しいことを

始めることを意味する。動詞“下”の後に目的語がある場合、主体や事物がその目的語である対

象物を下へ移動させるのを表す。ある場所に向って、対象物を下へ移動する場合、動詞“下,，の

前に介詞フレーズ“拾～”をつけることができる。また、対象物を下へ移動する行為を行う場所

を明示する場合、動詞“下”の前に介詞フレーズ“在～”入れることができる。

3．方向補語としての“～下，，

現代中国語における方向補語とは、動詞または形容詞の後にあって、動作・行為・状態などの

趨勢・方向を表す一方、様々な派生義を表すものとされている。方向補語としての“～下”は主

体や事物が動作に伴い、高い場所から低い場所への移動と対象物が高い場所から低い場所へ移動

されると二つに分かれている。目的語の有無によって、二つの文型に分かれている。

①（S）＋Ｖ下十（Lo）

②（S）＋（在十ＬＷ(＋Ｌ）＋Ｖ下＋○； （S）＋Ｖ下十○

①は“～下”の後に目的語がない用法で、②は目的語○がある用法である。①の動詞と方向補

語“～下”の後に場所目的語をつけられない場合もある。

3.1主体や事物が下への移動→（S）＋Ｖ下十（Lo）

動詞と方向補語“～下”の後に場所目的語がある場合、主体や事物が「下」への移動を表す。

主体や事物は動作に伴って、下へ移動される時、視点の置き方によって、二つの用法に分けるこ

とができる。つまり、出発点に視点を置くか、着地点に視点を置くかということである。

3.1.1主体や事物がある動作によって、ある場所から離れる場合

主体や事物の移動する出発点に視点を置くなら、主体や事物がある場所から離れるのを表す。

（42）他一溜烟地胞下山去。（彼は一目散に山を降りた）

（43）他跳下昌。（彼は馬から下りた）

（42）と（43）は主体が動作に伴い、場所目的語“山，，と“塁”から離れる例である。

3.12主体や事物がある動作によって、ある場所に着地する場合

主体や事物が下へ移動した後に、ある場所に着地する場合、着地点は方向補語“～下”の後に

つく。

（44）他跳下地。（彼は床に飛び降りた）

（44）の着地点は“地”である。

動詞と方向補語“～下”の後に場所目的語がつけられない用法もある。

（45）休坐下。（お掛けなさい）

人間の体が下への移動を表す場合、着地点を明示しないのが殆どである。（45)のほかに、“鱒

下"、“肌下"、“鏑下”の場合も着地点を明示しない。というのは（45）のような例は動詞の意

味によって、方向補語“～下”は着地点に焦点を当てるという読みしかないので、“～下”の後

に着地点を明示しなくても、文脈では明らかになっているため、改めて提示する必要はないと考

えられる。

しかし、動詞“跳”なら、後の場所目的語の意味によって、その場所目的語は出発点だったり、

着地点だったりする可能性がある。（44）の“～下”の後の場所目的語“地”は着地点であるが、
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王：中国語の“下”と“～下”について

(46）の“臭子”は出発点である。

（46）他跳下卓子。（彼はテーブルを飛び降りた）

以上は動詞と方向補語“～下，，の後に場所目的語がつく場合とつけられない場合の用法につい
て考察した。

3.2主体や事物が対象物を移動させる→（S）＋（在十Ｌ；肌＋Ｌ）＋Ｖ下十○

（S）＋Ｖ下十○

主体や事物が対象物を移動させる場合、移動する時の出発点に焦点を当てるか、着地点に焦点

を当てるかによって、次の二つの用法が挙げられる。

3.2.1動作によって、主体・事物のもとから対象物を移動させる場合

主体や事物が対象物を移動させる場合、対象物が実際に移動する場合と対象物自体が移動しな

い場合と二つに分けられる。

32.1.1対象物が実際に移動する場合

対象物をある場所から離される場合、その場所の前に介詞“ﾉｗをつけ、「(s）＋（肌＋

L）＋Ｖ下十○」という文型を使うことができる。“ﾉＷの後の場所は対象物の出発点に当る。

Ｃ
￣￣￣

￣
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、

、

、

、

、

、

、
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１

１

Ｌ

0６図く3-1＞

図く3-1＞では、対象物○は場所Lから下へ移動されることによって、離脱されるのである。こ

の用法では、場所Ｌと目的語である対象物○に焦点を当てている。

（47）圦脚上脱下皮畦,換上抱畦。（足から靴を脱いでスリッパに履きかえる）

（48）圦机器上卸下零件。（機械から部品を取りはずす）

（47）と（48）は主語が省略されているが、“脚上”と“机器上”という場所から、対象物

"皮鞍”と“零件”を離されるのである。

対象物を離脱させる場所を省略する用法が殆どである。

（49）放下令包。（かばんを下に置きなさい）

（50）留下地吐。（住所を書き残しておく）

（51）存下銭。（お金を預ける）

（52）停下脚歩。（歩みを止める）

（53）喝下ロ酒税。（－口お酒を飲んで言った）（邸1997:23）

（54）服各員端下一盆菜倒悼了。（店員は－mの料理を捨てた）（対等2001：553）

（49)～(52)までの移動される対象物はそれぞれ“令包,，、“地吐"、“桟"、“脚歩”であって、と

もに主体から離されるのを表す。（53)の目的語“酒”は出発点の「口」から着地点の「お腹」へ

の移動を表す。（54)の対象物は“菜”であって、「テーブル」から移動されるのである。

以上の用法は動作に伴って、目的語である対象物をある場所から離れさせることによって、離

脱または分離、剥離などの意味を表すのである。

3.2.1.2対象物が抽象的に移動される場合

－１９－

０ ０
￣￣￣

／
ハL1ロハ.Ir
d･IdIU

iA、！‘
DqP-J』

、b〒＿_し.、１

－)!（
oIb

BPICDD=

２
㎡も。■

〃

｡＄

／



沖縄大学人文学部紀要第８号２００６

対象物の抽象的な移動とは対象物は実際に移動することなく、抽象的に主体や事物から離され

るのを表す。

（55）他搬下妻子和四十孜子死了。（彼は妻と４人の子供を残して死んだ）

（56）定下汁策。（計略を立てる)。

（57）現在_看，小工友、迭祥好，他オ放下心来。（同僚たちがこんなに優しく接してくれるの

を見て、彼はやっと安心した）（邸1997:21）

（58）他…恨想静下心想想，或是伐十局外人姶枚衡枚衡．（彼は…冷静に考えてみたがった。或は

部外者の誰かに教えてもらいたがった）（同上）

（55)は目的語“妻子和四ﾉi､弦子”は“他”から離されるが、“妻子和四ﾉi､弦子”は実際に移動

したわけではない。（56)の目的語`汁策”は人間の頭脳から抽象的に下へ移動することによって、

定着させるのである。（57)、（58)の目的語“心”も実際に“下”へ移動したのではない。抽象的

に“下，，への移動はメタファー的に「落ち着く、安心する」という拡張した意味が得られる。

動作とともに目的語である対象物を主体や事物から離される場合、動詞と方向補語“～下”

の前に介詞“在”と着地場所Ｌをつけることができ、「(S）＋（在十Ｌ）＋Ｖ下＋Ｏ」という文型

を使う。

（59）清在迭几冨下作的名字。（ここにあなたの名前を書いてください）

（60）……一瓢流星,在深蓮色的天上刻下一道白光，恨快又消失了。（……流れ星が一つ，紺青の夜
空に一筋の白光を残し、またたく間に消えた）（杉村1982:79）

（59）は“迭几”という場所で、“写という動作に伴い、目的語である対象物“名字”を、

場所である“迭几”に移動させ、“迭几”に残されるのである。（60)の対象物“白光”は“Ｍ,

という動作に伴って、場所“天上”に残される。（59)と(60)の対象物はともに実際移動したわけ

ではなく、動作によって、ある結果が場所Ｌに残されるのである。

…一
一
一
一ググー００００００００００００』
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図く3-2＞

以上の用法は図く3-2＞で示したように、対象物○はもともとからあったものではなく、動作

とともに場所Lに残される結果である。

（61）浮身是刺刀穿下的窟塵．（体中銃剣に刺し通されたあとが残っていた）（杉村1982：７９）

（62）衣服上焼下好多洞。（火に焼かれた服にいっぱい穴があいた）（同上）

（63）王大苓腿涼下毛病､－到冬天就痙。（王お爺さんは冷やしたため足に持病が残り、寒い日
にはそれが痛む）（同上）

（61)～(63)は介詞“在”はないが、対象物“窟塵”は“穿，，という動作によって、場所“揮身”

に残され、“洞”は“衣服”に、“毛病”は“腿”にそれぞれ残されるのである。

以上は対象物が実際に移動したものではなく、動作によって、もたらした結果をある場所に残
すことを表す。

対象物の移動に関して、違う介詞を使うことが分かった。介詞‘Ｍ’なら、対象物が出発点か

らの移動を表し、介詞“在”なら対象物が移動された後に、ある場所に着地することを表すので
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王：中国語の“下,,と“～下，,について

ある。

3.2.2動作によって、対象物が主体や事物のもとに移動される

この用法では、対象物が必ずしも高い場所にあるわけではない。対象物は主体にとって、必要

なものであって、高く位置づけられている。

Ｏ－ｑ三へ、

ｴiご一議|、、
１－鰯Ls-ムーニー図く3-3＞

図く3-3＞の対象物○は場所Lから主体や事物である着地点Lsに移動し、主体や事物のものに所

有する。Ｌｓは着地点である主語を表す。ｄは移動した後の対象物である。太線である対象物。、

着地点である主語Lsはプロファイルされている。

対象物Ｏの移動は実際の移動と抽象的な移動に分けることができる。

3.22.1対象物は実際に移動する場合

対象物を他所から主体や事物のもとに移動されるということは、その対象物を主体や事物のも

のにするということになる。

（64）曹鉄彊険地跳起，一把存下小瓦匠的鎌刀。（曹鉄強は素早く飛び起きて、若い左官から鎌

を奪い取った）（邸1997:19）

（65）他感到槐痛，鉦忙爬起来，接下大壮手中的坂碗。（彼は恥ずかしくて悲しく思い、急いで

立ち上がって、大壮からお碗を受け取った）（同上）

（64)、（65)の対象物“鎌刀"、“板碗”は相手から着地点である主体“曹鉄遇，，、“他”のところ

に移動され、主体のものになる。対象物“鎌刀"、“坂碗”は主体にとって、必要なものであって、

高く位置づけられているので、その移動の方向「下」へである。

「把構文」を使うこともできる。

（66）把桟收下。（お金を受け取ってください）

（66)は対象物“桟，，を主体のところに移動され、主体のものになる文である。

3.2.2.2対象物が実際に移動しない場合

対象物は実際に移動せず、主体の所有になる場合もある。

（67）把迭椋楼渓下来。（このビルを買い取る）（尖2000:27）

（68）打下好几座具城。（いくつかの町を攻め落とした)(邸1197：四）

（69）我伯的先矢部叺又攻下了一座具城｡(我々の先頭部隊はもう一つの町を攻め落とした)(美2000:西）
（70）把迭句活氾下。（この言葉を覚えてください）

（67)の対象物“楼"、（68)の“具城"、（69)の“具城"、（70)の“活”は主体にとって、必要なも

のなので、高く位置づけられているが、実際に移動するわけではない。所有権の移り変わりは一

種の移動行為だと見ることができる。

3.3“下,,の意味拡張

“下”は動詞と、方向補語以外に、拡張した用法もある。

3.3.1ある容器の中に対象物を入れる

－２１－
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目的語である対象物を着地させる場所はある容器であれば、その容器の中への移動は補語“下”

を使う。この場合、主語は場所であるが、ある容器を表す。そこに定着させる目的語の前によく

数量詞をつける。この用法はその容器の中へ目的語が下への移動が可能かどうかについてのもの

である。

（71）迭十名包能装下十本名。（この鞄は十冊の本を入れることができる）

“令包”はある容器を表すが、目的語“お”を“装”という動作に伴い、容器“括包”の中へ

移動できることを表す。

この用法はよく可能補語の形をとる。否定の場合は必ず可能補語を使う。

（72）返同屋子住得下八十人。（この部屋は8人も泊まることができる）

（73）返介瓶子装不下二斤糖。（この瓶は500グラムの砂糖は入りきらない）

（72)、（73)は目的語“人"、“糖”が、容器“屋子"、“瓶子”の中に移動できるか否かという意

味を表す。

3.3.2量詞としての機能

“下”は「動詞＋数詞十“下"」の形で、量詞として使われる場合がある。

図く3-4＞
▼

図のく3-4＞のように、動作が下への移動に伴って、一回完結した動きが得られる。一回の完

結した動きを数詞の「－」だと数えられる。点線の→は動作の動きを表す。

（74）鉢敲了三下,。（時計が3時を打った）

（75）打了几下手勢。（何回か手振りで合図した）

４．まとめ

中国語の“下”は日本語の「降りる」という動詞に当るが、日本語は主体や事物の出発点に着

眼すれば、助詞「から、へ、を」を使い、着地点に着眼すれば、助詞「に」を使い、助詞は「降

りる」の意味の使い分けの機能を果たしている。

しかし、中国語は日本語のように助詞というようなものはないため、動詞と目的語、及び文全

体の関係から意味判断をしなければならない。“下，，と“～下”のプロトタイプ的意味は「主体

や事物が高い場所から低い場所への移動を表す」のであるが、“下”と“～下”の後につく場所

目的語と目的語の意味によって、更に拡張した意味が得られる。

（出発点）（着地点）

離れる.終わる到達する
図く4-1＞

図〈4-1>は動詞としての“下”の意味的ネットワークを示している。“下”の後は場所目的語で
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ある場合と目的語である場合の違いによって、“下，，の意味も拡張される。

方向補語としての“～下”の意味的ネットワークは次のように示す。

出発点｜着地点’｜出先"、着地繩、

離れる｜|到達する
図く4-2＞

“下”と“～下”の後は場所目的語である場合、“下”の表す語彙的意味がほぼ同じであるが、

方向補語の“～下”の後に抽象的な場所目的語をつけることが殆どないため、動詞の“下，，より

拡張した意味があまり見られない。図く4-2＞では、“～下，，の後の目的語は出発点からの移動で

あれば、ある事物及び場所から離れ、「分離｣、「遺棄｣、「決定｣、「停止」などの意味を表す。も

し“～下”の着地点がプロファイルされているなら、着地点である主体がその移動される目的語

を所有することになるのである。

図く4-1＞と図く4-2＞から分かるように、“下，，と“～下，，の後に目的語がある場合、“下”と

"～下”の意味は抽象的で、基本義から離れ、拡張した意味を得るのである。この点について、

邸（1997：２５）は同じような指摘があって、次のように述べている。‘"下,在劫同和‘起点成

分，、‘集点成分，之同吋，意又最実在、最明昆；在劫同和‘客体成分，之同吋，意又就比較虚

臭；其余的則処子両者之同｡”しかし、このような意味拡張は全部プロトタイプ的意味をベース

にして、得られたものであって、決して突発的なものではないことが分かった。

＜注＞

l）本稿では“下来，，と“下去”で構成されるものは考察の対象外とする。

2）（）はいつも文に現れるとは限られない成分である。以下の場合も同じである。
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关于汉语的"下"和飞下"

汉语的"下"即可以做动词.又可以做趋向补语。"下"和飞下"的基本意义是"表示主体

或事物从高处向低处的移动"。但根据后接的场所宾语和宾语的词汇意义的不同，可以获得许多引

申义。动词"下"的后面是场所宾语时.场所宾语的出发点或到达点会被焦点化.被焦点化的是出

发点时.表示"离开、结束"等义。如果是到这点则表示"到达某地"等义。"下"的后面是宾语

盹表示主体和事物使宾语向下移动.有"放人、给予"等义。趋向补语飞下"的后面是场所宾

语时.表示主体或事物伴随着动作从出发点移动.或到达某地点，""下"后面的宾语从出发点移

动时.表示离开某事物或场所.有"分离、遗弃、决定、停止、留下"等义。如果宾语的到达点被

焦点化.宾语由上向下被移动.则表示其宾语为主体所有@

关键词 动词趋向补语移动场所宾语
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